
令和4年8月30日 

子 供 未 来 局 

児童館・児童クラブのあり方検討について 

 

１．経緯 

・本市においては、１小学校区に１児童館の方針の下進めていた児童館整備が一定の進捗に達し、今後

は老朽化に伴う対応等の検討が必要となっている。 

・加えて、児童クラブの登録児童数が急増しており、児童同士の距離の確保やサテライト室の増加、児

童クラブ事業以外の子育て家庭支援や地域交流推進等の児童館機能の確保が課題となっている。 

・さらには、ICTツールを活用したデジタル化によるサービス向上と職員の負担軽減などにも取り組む必

要がある。 

・上記を踏まえ、児童館・児童クラブを取り巻く様々な課題に対応し、将来的に事業を持続可能なもの

としていくため、児童館・児童クラブのあり方について検討を行うこととしたところである。 

 

２．検討内容 

  児童館・児童クラブのあり方検討においては、以下の事項について検討する。 

  （１）人口減少社会の中での児童館整備 

  （２）児童の生活の場・遊び場の環境改善 

  （３）子育て家庭支援機能や地域交流推進機能等の児童館機能の拡充 

  （４）安定した児童館・児童クラブ運営のための人材確保・育成 

  （５）ICT利活用の推進による市民サービスの向上、事務効率化 

  （６）保護者負担金の適正化 

 

３．検討体制 

   検討内容が、児童福祉法、子ども子育て支援法にまたがっていることから、「仙台市社会福祉審議会・

児童福祉専門分科会」、「仙台市子ども・子育て会議」それぞれに検討部会を設置したところであり、２

つの検討部会の合同会議（全10名）で審議検討を行うこととしている。 

 

４．スケジュール（予定） 
 令和４年度に３回、令和５年度に４回程度、検討部会を開催することとし、令和５年度中に児童館・

児童クラブのあり方の公表を予定している。 
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